
　火災はちょっとした不注意で発生します。わが国で
は毎年6万件前後火災が発生し、約2千人もの尊い人命
が亡くなっており、死者の約6割は住宅火災によるも
のです。また、空気が乾燥するこの季節は、山林にお
ける火災も発生します。
　町民の皆さん一人ひとりの注意によって、町内で火
災を発生させないようご協力をお願いします。

《住宅防火　いのちを守る　７つのポイント》
３つの習慣
　・寝たばこは、絶対にやめる。
　・ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使
用する。
　・ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を
消す。
４つの対策
　・逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置
する。

　・寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品を
使用する。
　・火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器を
備える。
　・お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近
所の協力体制をつくる。

　平成19年1月13日、宮崎県宮崎郡清武町の養鶏場で

毒性の強い高病原性鳥インフルエンザが発生しました。

その後、岡山県での発生も含め、2月までに4例の発生

がありました。

　感染の拡大防止には、早期発見、早期対応が大変重

要です。現在、家畜保健衛生所では鶏等（鶏、あひる、

うずら、七面鳥、がちょう）の飼養状況を調査してい

ますので、飼っている鶏等の種類と羽数をお知らせく

ださい。鶏等に異常が見られたときには、直ちに動物

病院または家畜保健衛生所にご連絡ください。

【問合せ】神奈川県足柄家畜保健衛生所☎83-3003

広報ゆがわら19.3月号　18

　神奈川県ほか30団体で共同運営をしている「かな
がわ電子入札共同システム」を使用した電子入札を4
月から実施します。130万円以上の公共工事を対象と
し、通常型指名競争入札で行います。
　電子入札が始まると、入札参加者は来庁すること
なく、事務所や自宅にあるパソコンからインターネッ
トを通じて入札に関する一連の手続きを行うことが
できます。また、入札予定情報や落札結果情報もシ

ステムにより閲覧可能です。
　電子入札に参加するためには、かながわ電子入札
共同システムで競争入札参加資格認定申請を行い認
定を受ける必要があります。また、ICカードとカー
ドリーダーが必要となります。

　詳しくは、「かながわ電子入札共同システム」
HP；http：//nyusatsu.e-kanagawa.lg.jp/をご覧ください。
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消防本部警防課　☎63-5121（３月14日まで）　☎60-0177（３月15日から）

財政課　内線241


